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図 1.『女学世界』1904年 1 月号（筆者撮影） 
図 2.『女子世界』1905年 3 月号（筆者撮影） 
図 3. 現在の台湾商務印書館（筆者撮影） 
図 4.『婦女雑誌』第 11巻第 11 号表紙（筆者撮影） 













































































1815 年 8 月 5 日、イギリスのキリスト教宣教師であるモリソン8（Robert Morison）とミ
ルン9（William Milne ）はマラッカで最初の中国語の雑誌である『察世俗毎月統計伝』を
創刊した。それから、1840 年のアヘン戦争まで、西洋人宣教師が中国国内で陸続と 6 種類
の中国語の刊行物を発刊した10。これらの刊行物は、主に纏足と女児を間引くことを批判し、
人文主義と女性思想の洗礼を受けた西洋女性の生活概況を紹介した。 
1895 年、中国は日清戦争に敗北し、4 月 17 日に下関条約11を締結した。こうした政治的
危機の下で、中国のブルジョワ階級の維新思潮は頂点に達し、さらに変法を通した強国と
いう目的に達するために、維新の志士らは雑誌という新しいメディアを利用して社会と国
家の改良を促進しようとした。康有為（1858 年～1927 年）、梁啓超（1873 年～1929 年）、
厳復（1854 年～1921 年）、譚嗣同（1865 年～1898 年）など先進的な男性知識人は新聞、
雑誌など刊行物の社会的な作用を深く認識し、変法運動の展開を推進するための、武器と
して維新を目的とした雑誌と新聞を出版するようになった。 






                                                   
6刘人峰、『中国妇女报刊史研究』、中国社会科学出版社、2012 年、8 頁。 
7王飛仙、『期刊出版與社會文化變遷:五四前後的商務印書館與「學生雜誌」』、政治大學史學叢書 14、国立政







10黃瑚、『中国新闻事业发展史』、复旦大学出版社、2001 年、17 頁。  


























                                                   
12「商務印書館は、1902 年から 1950 年までのおおよそ 50 年間に、合わせて 15116 点の書籍を出版した」、
方厚栓著、前野昭吉訳、『中国出版史話』、2002 年、新曜社、391 頁。 
13同注 12、方厚栓著、前野昭吉訳、254 頁。 
14陸費達（1886 年～1941 年）：出身は浙江省桐郷である。字は伯鴻である。1905 年から『楚報』の編集長
となった。1908 年に商務印書館に入社したが、1912 年 1 月 1 日、商務印書館を離れて中華書局を創業し
た。『教育文存』、『青年修養雜談』、『婦女問題雜談』などの著作を残した。 
15梁啓超（1873 年～1929 年）は中国の著名な思想家、文学者、ジャーナリストで、広東省新会県の出身で
ある。日清戦争敗北後、梁啓超は師の康有為（1858 年～1927 年）と共に変法維新を主張し、1896 年に『時
務報』を主宰し、戊戌変法を推進したが、その 2 年後光緒帝の失脚により日本に亡命した。日本で梁啓超
は、『清議報』（1898 年）、『新民叢報』（1902 年）、『新小説』（1902 年）等の雑誌を創刊し、政治･文学･経
済･教育等方面の近代思想を中国に紹介した。 























日本では 1872 年に学校教育制度が作られ、学齢期の男女に就学が認められ、1900 年に
は女児の就学率が 71.7％に到達した。また、1899 年 2 月、勅令として「高等女学校令」が
公布され、女性の中等教育もかなり普及した20。一方、清末の学校教育制度は 1904 年に開
始されたが、当初、女性教育については保母養成及び家庭教育以外を認めなかった。1907













2002 年、154 頁。 
21璩鑫圭･唐良炎編、『中国近代教育史資料匯編･學制演變』、上海教育出版社、1991 年、575 頁。 
22同注 21、璩･唐、 575 頁。 
23原文「至於女子之對父母、夫婿、總以服從爲主」、同注 21、璩･唐、576 頁。 









子小学校章程」が公布される 1 年前である 1906 年の女学堂数は 245 校、学生の人数は 6791
人であったが、1907 年になると 402 校、14658 人、さらに 1908 年の 512 校、20557 人へ
と増加した（表 2 参照）。 
 
表 2 1905年～1908年 女学堂数及び在学中の女学生数 
 
年代 女学堂数 女学生数 
1905 71 1761 
1906 245 6791 
1907 402 14658 
1908 512 20557 









表 3 1912年～1930年 全国中等教育機関男女在学者数の変遷状況 
 
        性別 
年度 
男 女 
1912年 87899 10066 
1913年 105896 11068 
1914年 107625 10432 
                                                   
25原文「時勉以貞靜、順良、慈淑、端儉諸美德、總期不背中國向來之禮教」、同注 21、璩･唐、576 頁。 
26周石華･朱文叔、「今後婦女教育的改造」、『婦女雑誌』第 10 巻第 1 號、1924 年 1 月、34 頁。 
22 
 
1915年 116656 9248 
1916年 101186 7750 
1922年 170930 11824 
1925年 166944 19037 
1928年 197169 37621 
1929年 285453 55535 
1930年 424223 90386 
1912年より1930年までの増加数 302061 68642 




















中国に最も早く創設された女学校は 19 世紀 30 年代、アメリカ宣教師の Elizah Bridgman
                                                   
27陳姃湲、『東アジアの良妻賢母論―創られた伝統』、2006 年、勁草書房、21 頁。 
28梁啓超、『倡設女學堂啓』、原文は 1898 年 1 月 10 日の『時務報』に掲載された。李華興、呉嘉勛編、『梁
啓超選集』、上海人民出版社、1984 年、51 頁。 
29李卓によれば、日中両国の女性教育の発展における格差が拡大したのは「第一に、中国近代女子教育の出
発が立ち遅れたこと」と「第二に、官弁の女学校の設立がさらに遅れたこと」及び「第三に、近代女子教
育の結果が異なったこと」という三つの原因がある。同注 20、李卓、155 頁。 
30梁啓超、「倡設女學堂啓」（初出 1897 年 11 月 15 日、『時務報』第 45 期）、林志鈞編、『飲冰室合集･文集』、







        表 4 清末から民国初期にかけての女性教育の変遷 
 





































































                                                   
31崔淑芬、『中国女子教育史―古代から一九四八年まで』、中国書店、2007 年、155 頁。 


















































   國政者原于家訓、而家訓之善惡則關於其母（中略）一國之文明本于匹夫之文明、而
匹夫之文明者本于其母之文明矣、爲人母之任豈不重乎37。 

























                                                   
36中村正直、「善良ナル母ヲ造ル説」、復刻版『明六雜誌』（33）、1875 年 3 月刊行、安倍達郎編、青木製本、
1976 年。 
37中村正直、「母親ノ心得序」、『敬宇文集』第 3 巻、吉川弘文館、1903 年 4 月、15 頁。 
38小川澄江、『中村正直の教育思想』、株式会社コスモヒルズ、2004 年、129～134 頁。  
39菊池大麓、「高等女学校校長会議における演説」（1902 年 5 月 1 日）、田所美治編、『菊池前文相演述九十




























わった（表 5 参照）。 
 
表 5．儒教式「良妻賢母」像が欧米式「家庭主婦」像との比較 
                                                   
40中村正直、「人ノ一生ハ幼時ノ教育ニ在ルノ説」、『大日本教育会雑誌』第 14 號、大日本教育會假事務所、
1884 年、15 頁。 
41原文「母教之本、必自婦學始」、梁啓超、「論學校六･變法通議三之六･女學」（初出 1897 年 3 月 11 日、『時
務報』）、『時務報』、京華書局、1967 年、1527 頁。 
42梁啓超が学校教育論を掲載したのは、「論學校･變法通議三之一･総論」第 5、6 冊、「論學校二･變法通議
三之二･科挙」第 7、8 冊、「論學校四･變法三之四･師範學校」第 15 冊、「論學校五･變法通議之五･幼學」第
16～19 冊、「論學校六･變法通議三之六･女學」第 24、25 冊、「論學校七･變法通議三之七･譯書」第 27、33
冊、「論學校十三･變法通議之十三･學会」第 10 冊、「學校餘論･變法通議三之餘」第 36 冊である。第 1 冊～
第 17 冊までは 1896 年に発行、第 19 冊～第 36 冊までは 1897 年に発行した。『強學報･時務報』全 5 冊、




要点 儒教式「良妻賢母」 欧米式「家庭主婦」 
基本原理 陰陽五行説 近代人権思想 
男女関係 男尊女卑 男女平等（×男女同権） 
母親責任程度 生育＞養育＞教育 生育＜養育＝教育 
女子教育程度 低い 高い 
家族制度 大家族制度 核家族制度 
理想的な女性像 烈女･烈婦 科学的な知識を持つ新主婦 





















料によれば、中国最初の女性向けの刊行物は、1898 年 7 月 24 日に上海で創刊された『女
学報』（Chinese Girl’s Progress）である44。 
『女学報』は梁啓超の妻である李蕙仙（1869 年～1924 年）と康有為の娘である康同薇
                                                   
43前山加奈子、「1920 年代初頭における日本と中国の女性定期刊行物―呉覚農が紹介･論争した女性運動論
からみる」、『駿河台大学論叢』（42）、2011 年、2 頁。 






























                                                   
45原文「遠近來購者雲集、期印數千張、一瞬而完」、「女学報告白」、（初出『中外日報』、1898 年 10 月 6 日）、
夏暁虹、『晚清女性与近代中国』、北京大学出版社、2004 年、29 頁。 
46鮑家麟･陳三井、「晩清及辛亥革命時期」、『近代中国婦女運動史』、近代中国出版社、2000 年、110～112
頁。 
47候強、「從清末婦女報刊的興辦看女性解放的思想啓蒙」、『編輯之友』第 8 期、山西出版集团、2017 年、86
頁。 
48前山加奈子、「女性定期刊行物全体からみた『婦女雑誌』－近現代中国のジェンダー文化を考える一助と













          表 6 清末における主要な女性雑誌一覧表（1898年～1911年） 
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『北京女報』 1905 年 8
月 20 日～
1909 年 1
  張展雲 日報   
                                                   
50原文「貴報果能力禁纏足、明訂嫁妝章程、再使女子就學後有出頭之日、則女學興、女權復」、1903 年 4 月
12 日、『近代中国女權運動史料』上冊、龍文出版社、1995 年、390～392 頁。 
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よって、1872 年清朝政府は第 1 回アメリカ留学生を海外諸国に派遣することにした53。そ














き起こった57。実藤恵秀の研究によれば、1905～1907 年のピーク時には約 8000 人の中国人
留学生が日本に滞在した58。 
そうした留学生の中で、最初の日本留学の女学生は、浙江省鄞県（現寧波市）出身の金
雅妹であったと考える。彼女が来日したのは 1870 年前後であった。金雅妹は 1864 年に生
まれ、3 歳で父母を亡くし、父親の友人であるアメリカ人宣教師博士に養女として迎えられ、
6 歳の時に勉学のため日本へ渡航し、18 歳の時に医学を勉学するためにアメリカに行き、
                                                                                                                                                     
いたが、洋式大砲などの購入･製造も洋務運動実施の中心的な内容であった。浜下武志･伊東昭雄･久保田文
次･杉山文彦訳、『中国近代史』「2.洋務運動と日清戦争」、三省堂、1981 年、98 頁。 
52同注 51、浜下他、111 頁。 
53同注 51、浜下他、112 頁。 
54横井和彦、高明珠、「中国清末における留学生派遣政策の展開―日本の留学生派遣政策との比較をふまえ
て」、『経済学論叢』64（1）、同志社大学、2012 年 7 月、105～106 頁。 
55張之洞（1837 年～1909 年）は直隷南皮（河北省）の出身で、字は孝達。16 歳で挙人、27 歳で進士に合





過于此」、張之洞、『勸學篇』、上海書店出版社、2002 年、39 頁。 
57同注 31、崔、312 頁。 














年）、「中国留日女学生会」（1906 年）、「女子復権会」（1907 年）、「留日女学会」（1911 年）
という 4 つの組織を結成した62。また、女子留学生が日本で出版した雑誌は、1903 年頃創
刊された『女学報』、1904 年抱真女士による『女子魂』、同年 9 月秋瑾による『白話報』、
1907 年 2 月燕斌、劉青霞による『中国新女界雑誌』、同年 6 月何震による『天義報』、恨海
女士による『二十世紀之中国女子』、そして 1911 年 4 月に唐群英による『留日女学会雑誌』
の７刊がある63。 
先行研究によれば、当時中国女子留学生が創刊した雑誌の中で、最も影響力を持ってい
たのは、上述の『中国新女界雑誌』である64。1907 年 7 月、陳志群65が「女界二大雑誌の出
現」（「女界両大雜誌出現」）という文章を『女子世界』に発表し、同年に創刊された二つの







                                                   
59周一川、『中国人女性の日本留学史研究』、株式会社国書刊行会、2000 年、56 頁。 
60実践女子学園八十年史編纂委員会編、『実践女子学園八十年史』、実践女子学園、1981 年、74 頁。 
61実践女学校が積極的に中国女子留学生を受け入れたのは、下田歌子の思想理念と深く関わりがあったと考
えられる。同注 59、周、58 頁。 
62石井洋子、「辛亥革命期の留日女子学生」、『史論』（36）、東京女子大学学会史学研究室、1983 年、43 頁。 
63同注 62、石井、45 頁。 
64同注 59、周、79 頁。 
65陳志群（1889 年～1962 年）江蘇省出身、名は以益。若年期は日本に留学し、その後に次々『神州女報』、
『女報』という刊行物を創刊した。 
66陳志群、「特別記事:女界二大雜誌出現」、『女子世界』第 2 巻第 6 期、1907 年 6 月、113 頁。 
67原文「鼎立而爲三」、無名氏、『神州女報』発刊辭、『神州女報』第 1 巻第 1 號、1907 年 1 月、1 頁。 

















『中国新女界雑誌』の第 5 期を出版した際に、39 歳であったことから、1868 年に生まれた
と推測できる70。また、燕斌は「煉石」の筆名で、多くの評論文などを『中国新女界雑誌』
に掲載した。 











                                                   
69張淑婷の研究によれば、「『中国新女界雜誌』は元々月刊で東京に創刊したものだが、日本だけで販売した
のみならず（中略）同誌は国内 19 省 68 地域でも代理販売店を設置した。第 3 期までの売り上げは既に 5
千部以上に達成し」た。張淑婷、「『中国新女界雜誌』に見られる日本的事象」、『東アジア文化交渉研究』
第 11 巻、関西大学大学院東アジア文化研究科、2018 年 3 月、86 頁。 
70同注 69、張、87 頁。 
71朴雪梅、「在日中国人女子留学生の理想的女性像―『中国新女界雑誌』の翻訳記事を中心に」、『日本研究』
第 56 巻、2017 年、123 頁。 
72原文「必發揮其新道德、而活潑其新思想、斯教育一女子即國家真得一女國民由此類推教育之範圍日以廣、































                                                   
73李又寧によれば、当時日本で創刊された雑誌の販売部数は、『民報』（1905 年）は 12000 部、『中国新女
界雑誌』（1907 年）は 10000 部、『雲南』（1906 年）は 5000 部、『復報』（1906 年）は 800 部であったと
いう。 
74「本雜志國内各代派所公鑒」、『中国新女界雑誌』第 4 期、1907 年 5 月、565 頁。 
75原文「中國雖有多數女國民之形質而無、多數女國民之精神則有民等於無民」、煉石、「発刊詞」、『中国新女
界雜誌』第 1 期、1907 年 2 月、14 頁。 
76煉石、「留日見聞瑣談」、『中国新女界雜誌』第 2 期、1907 年 3 月、134 頁。 
77原文「本社最崇拜的就是女子國民這四個大字（中略）本社新女界雜志從第一期以後、無論出多少期、辦多
少年、做多少文字、也只是反復解説這四個大字」、煉石、「本報対於女子國民捐之演説」、『中国新女界雜誌』

































                                                   
78原文「今歐化主義盛行已四十年、女子教育範圍日廣浸透有普及之勢力、較中國可謂盛矣。然從其家庭的裏
面觀之婦人對於其夫仍尚服從主義」、「教育雖普及究其實際因被男界限制之故所得者僅物質上的文明其精神










『女子世界』は 1904 年 1 月 17 日に丁初我により創刊され、1906 年に廃刊するまでに全

























                                                   
81夏晓虹、『晩清女性与近代中国』第 2 版、北京大学出版社、2014 年、85 頁。 
82苏美盆、「浅谈日本对中国晚清女性主义的影响―以报刊『女学世界』的翻译为例」、『安徽文学』、2017 年
第 9 期、58 頁。 
83原文「但是目下女學程度、不用説淺得很、若要以有限的時日、求至速的進步、除了輸入東西女界已有的文
明、以資效法、再沒有別的上策了」、煉石、「本報五大主義」、李又宁･張玉法編『近代中国女権運動史料


























                                                   
84原文「目下日本女學程度、比中國已有天壤之別（中略）把西洋的女學書報、譯成日本文、又編成記述體的
文字、登入國内報章、或刊行單本、流傳各地、如此始終不懈、一直把歐美文明、輸了進來（中略）即此看







ダー』、青木書店、2007 年、215 頁。 
88金天翮著、陳雁編『女界鐘』、上海古籍出版社、2003 年、41 頁。 
89須藤瑞代著･姚毅訳、『中国「女权」概念的变迁―清末民初的人权和社会性別』、社会科学文献出版社、2010
年 2 月、72 頁。 
90陳燕燕、「近代中国における『女国民』の誕生」、『千葉大学人文社会科学研究』（19）、2009 年、229 頁。 



























                                                                                                                                                     
佳兒、再振吾宇」という表現があった。そして、第 6 期に丁初我が日本の女性雑誌から翻訳した「爲母的
心得」という記事があった。 
92金一、「女子世界發刊詞」、『女子世界』第 1 期、1904 年、7 頁。 
93初我、「女子世界頌詞」、『女子世界』、第 1 期、1904 年、11 頁。 
94亜特、「論鑄造國民母」、『女子世界』、第 7 期、1904 年、9 頁。 
95同注 94、亜、9 頁。 
96劉瑞平、「敬告二萬萬同胞姉妹」、『女子世界』、第 7 期、1904 年、88 頁。 
97梁啓超、「變法通議・論幼學」（初出『時務報』、1897 年 2 月）、『飲冰室合集』、中華書局、1989 年、46
頁 
98多賀秋五郎編、「奏定蒙養院章程及家庭教育法章程」、『近代中国教育史資料 清末編』、日本学術振興会、
1976 年、461～467 頁。 
99小林善文、『中国近代教育の普及と改革に関する研究』、汲古書院、2002 年、190 頁。  











號の「看護婦南的搿爾」（看護婦ナイチンゲール）、1905 年第 1 號の「女文豪海麗愛德婓曲









 明治政府は 1903 年 8 月以来、満州･韓国問題をめぐってロシアとの交渉を続け、さらに




1901 年に創刊された『女学世界』は、女性向けの月刊誌であり、1925 年まで全 350 号が
博文館から刊行された107。初代編集長は松原岩五郎、発行人は大橋新太郎であったが、第
                                                   
101花木蘭（412 年～502 年）は、病弱の父親に代わりに男装して従軍し、異族と戦った中国古代の女英雄
である。 
102ロラン夫人（1754 年～1793 年）は、フランス革命期の革命家。パリの彫刻家の娘に生まれる。1780 年
に結婚。革命勃発後には夫に協力して政治において活躍した。 
103孫峰茗、「清末日本留学女子学生から見る明治良妻賢母主義教育の影―『中国新女界雑誌』」、『言葉と文
化』8、名古屋大学大学院、2007 年、116 頁。 
104梁紅玉（1102 年～1135 年）は軍人韓世忠の妻で、夫とともに多く戦場に出て戦った中国史上最も影響
力のある女将軍の一人である。 
105飯塚一幸、『日清･日露戦争と帝国日本』、吉川弘文館、2016 年、104 頁。 
106無名氏、「日露の事局と家庭」、『女學世界』第 4 巻第 2 號、1904 年 2 月、76 頁～84 頁。 
107木村絵里子、「『女學世界』における女性美のディスコース:1901 年～1925 年の広告分析から」、『日本女






























                                                   
108原文「或時は多くの本館發行雑誌中首位を占むるほどの大部数を發行した」、坪谷善四郎著･佐藤哲彦解
説、『博文館五十年史』、ゆまに書房、2014 年、146 頁。 






























































































































































                                                   
110慕盧、「戰爭與婦人之公共心」、『女子世界』1904 年 3 月、40～41 頁。 
111同注 106、無名氏、76～77 頁。 
112梁啓超、「論教育當定宗旨」の原文は 1902 年の『新民叢報』に掲載された。『飲冰室合集』第 2 冊、中華
書局、1989 年、60 頁。 
113舒新城編、『中国近代教育史資料―上冊』、人民教育出版社、1961 年、223～224 頁。 
114笹島恒輔、「軍国民教育思想･国家主義教育思想･軍事教育思想の中華民国の学校体育に及ぼした影響」、





さらに、彼は 1904 年 1 月の『女学世界』の「家庭教育の二大傾向」（図 1 参照）を翻訳

















                                                   





木正成（1294 年～1336 年）など有力者が次々に戦死し、楠木の息子正行（1326 年～1348 年）も四条畷で
戦死した。以降、楠木正成が忠臣の代表とされた。足利尊氏は 1903 年の教科書において英雄として尊敬さ
れたが、改訂後には、悪者にされてしまったという。山住正己、『戦争と教育 四つの戦争と三つの戦前』、







121德川慶喜（1837 年～1913 年）：幕府最後の将軍である。1867 年 10 月 3 日、後藤象次郎が将軍の慶喜に
大政奉還を勧告し、10 月 12 日慶喜は二条城で老中以下に大政奉還の決意を伝えた。 



























 1911 年 10 月、清朝を倒して共和国の樹立を目指す辛亥革命が勃発した。革命の波は急
速に全国に広がり、革命勢力に加わる女性が中国各地に出現し、男女平権の実現を唱える
言論も現れた。そして、1912 年 1 月、孫文（1866 年～1925 年）が南京で中華民国の臨時




















を占めていた1。辛亥革命が起き、『婦女時報』が創刊された 1911 年より 4 年後、1915 年に
は『婦女雑誌』、『中華婦女界』、『女子雑誌』など、数種類の女性雑誌が一気に生み出され
た。 
1911 年 6 月に創刊された『婦女時報』は、上海の時報社によって発行された女性雑誌で
ある。同誌は康有為、梁啓超が主導した改革運動と密接な関係を持っていた。最終號にあ
たる 21 號は 1917 年 4 月に発行されている。各號は 114～116 頁ほどの長さと豪華な挿絵
に彩られており、表紙はアーティストの手による鮮やかなイラストで飾られた。 
また、発行部数は 6000 から 7000 部ほどだったが、Joan Judge の推測によれば、実際の
                                                   
1陈明远、『文化人与钱』、百花文芸出版社、2001 年、54 頁。 
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うになった。そのため、1914 年から 1918 年の間に、女性運動や女性団体の機関誌は次第
に見られなくなってしまった。前山加奈子によれば、当時の女性雑誌界で生存できたのは、
「女子師範学校の校友誌と中産階級の女性を対象にした商業雑誌だけ7」であったという。









 1915 年、計 6 種類の女性雑誌が上海で発刊された。前述したように『婦女雑誌』、『中華
婦女界』の他に『家庭』、『女子雑誌』、『家庭雑誌』、女子師範学校の校友雑誌が創刊された
                                                   
2Joan Judge,“Republican Lens: Gender, Visuality, and Experience in the Early Chinese Periodical Press”, 
University of California Press, 2015, pp18. 
3狄葆賢:字は楚青。出身地は江蘇省の溧陽である。科挙に合格し、戊戌政変時期に維新運動を支持した。1904
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雑誌名 発行時期 発行部数 
（1ヵ月） 
歴代の編集長 


















『少年雑誌』 1911 年～ 1931
年 
不詳 孫毓修、朱元善、楊潤田、 殷佩斯 
『英文雑誌』 1915 年～ 1927
年 
10000 不明 
『小説月報』 1910 年～ 1932
年 
8000  王蘊章、惲鐡樵、茅盾、鄭振鐸、葉聖陶 
出典:劉曾兆『清末民初的商務印書館―以編譯所爲中心之研究』（花木蘭文化工作坊、2005 年）、王飛仙『期
刊、出版與社會文化變遷―五四前後的商務印書館與「學生雜志」』（國立政治大學歷史學系、2004 年）より
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研究会の発起人の一人であった。1930 年 7 月から『婦女雑誌』の編集長として登場したが、1931 年 3 月
に商務印書館を辞職し、『生活週刊』という新しい雑誌の出版を始めた。 







国に輸入されたタバコ･酒･化粧品の 3 分の 1 から 2 分の 1 は、上海で消費された28。さらに
文化面でも、1930 年半ばには中国で発行された雑誌の 7 割以上が上海で発行された29。 
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恵美子･赤枝香奈子編、『アジア女性と親密性の労働』、京都大学学術会、2012 年、128 頁。 














れるようになった。3 年生を例にすると、週 34 時間授業のうち、家事が 2 時間、裁縫が 2
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47仕事ができない、容貌だけ綺麗な中国の職業女性に対する蔑称である。 








































1902 年から 1903 年にかけて日本の実践女学校に留学した。1903 年 4 月、実践女子学校に
留学中、日本で中国留学生による女性団体である「同愛会」を発起した。当時 14 歳の胡彬
                                                   
49同注 45、岩間、35 頁。 
50沈軼群、「牛乳之研究」、『婦女雑誌』第 1 巻第 10 號、1915 年、5 頁。 
51例えば、『婦女雑誌』1915 年 3 月號の「家庭教育簡談」、1915 年 6 月の「簡明實用母之衛生及育兒法」、





のちに 1907 年から 1914 年まで官費留学生としてアメリカのウェルズリー大学で勉学し、
帰国後の 1916 年 1 月から 1916 年 12 月までの僅か 1 年間『婦女雑誌』の編集長として活
躍した。 
日本留学中、胡彬夏は仲間と共に「共愛会」を組織して活動し、「女學の振興」、「女權の
回復」を提唱した。胡彬夏が『婦女雑誌』に就任する前に、1915 年 12 月の『婦女雑誌』
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年間行っていた。同注 27、陳、140 頁。 
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かったため、1920 年 11 月に『婦女雑誌』と『小説月報』の編集長を同時に辞職した。そ
の後、『婦女雑誌』の編集長という職位を章錫琛が代わりに担当するようになった。 
筆者の調査によれば、王蘊章が日本の女性雑誌から翻訳し、『婦女雑誌』に掲載した翻訳







日付 バックナンバー タイトル 日本語原題 出典 
1916 年 9 月 第 2 巻第 9 號 家庭園藝之趣味 家庭園藝の趣味 『家庭雜誌』 
1916 年 10 月 
 




妊娠中精神之感應 妊娠中精神の感應 『女子世界』 
1916 年 11 月 第 2 巻第 11 號 神通婦人列傳（續） 神通婦人列傳（續） 日本文學博士福來右吉
著 










1917 年 9 月 
 










1917 年 12 月 第 3 巻第 12 號 提倡家庭副業說 家庭副業を提唱する説 『婦人世界』 
1918 年 1 月 第 4 巻第 1 號 説検尿 検尿を説く 『婦女世界』 
婦人安眠之研究 婦人安眠の研究 日本醫學博士山田鐵蔵
                                                   
71例えば、周叙琪は五四時期以前の『婦女雑誌』の風格は守旧であり、自由恋愛などの新文化に反対する立
場であったと指摘している。同注 63、周、119 頁。 
72茅盾、『我走過的道路』上冊、生活･読書･新知三聯書店、1981 年、135 頁。  
73台湾中央研究院近代史研究所の連玲々教授は、長年間にわたって中国女性史を研究している。彼女が 2018
年 12 月 12 日に台湾中央研究院の近代史研究所において行ったシンポジウムでは「中国近代女性刊行物の
訳者ランキング」（中國近代婦女期刊的譯者排行榜）を発表した。その中で、周瘦鷗（51 篇）、朱宗良（43






































1918 年 8 月 第 4 巻第 8 號 歐美女學生之夏季
生活 
歐米女學生の夏の生活 『女學世界』 

























1919 年 1 月 第 5 巻第 1 號 美國婦人戰時之節
倹 
アメリカ婦人戰時の節倹 『婦人世界』 
1919 年 3 月 第 5 巻第 3 號 手足寒冷之養生法 手足寒冷の養生法 『婦人世界』 
1919 年 5 月 第 5 巻第 5 號 廉價滋養物之選擇
法 
廉価な滋養物の選擇方法 『婦人世界』 
1919 年 9 月 第 5 巻第 9 月 家庭副業養鯉談 家庭副業の養鯉談 『婦人世界』 





1919 年 11 月 第 5 巻第 11 號 喜馬拉亞山游記 ヒマラヤ遊記 『婦人世界』 
62 
 
1920 年 11 月 第 6 巻第 11 號 難病之治療法 難病の治療方法 『女子世界』 
1920 年 11 月 第 6 巻第 11 號 妊娠中易起之疾病 妊娠中罹りやすい病氣 『婦人世界』 
























『婦女雑誌』に掲載された文章は、1917 年 5 月に日本臨時軍事調査委員会によって出版
された『歐洲戰と交戰各國婦人』という著作の内容に基づいて翻訳されたものである。同
年に同じく臨時軍事調査委員会によって出版された著作は、同書のほか、『歐洲交戰諸國ノ
                                                   
74陶賢都･艾焱龍、「『婦女雑誌』与中国近代的科技伝播」、『中国科技期刊研究』、第 24 巻第 6 期、2008 年、
1227 頁。 
75原文「按期購讀、未嘗或輟」、丁小石、「通信問答」、『婦女雑誌』第 3 巻第 7 號、1917 年 7 月、160 頁。 
76原文「科學不必其甚深微精妙、惟求其適合於家庭之使用以通俗教育爲經以輔助家庭爲緯」、「通信問答」、『婦
女雑誌』同注 75、丁、161 頁。 
77王鑫、『商務印書館与中国現代女性啓蒙』、商務印書館、2016 年、52 頁。 












に注目し、その資料を集めて 1 冊の著作にまとめたものである。 




袁世凱の死後、民国政府は 1917 年 8 月に第 1 次世界大戦への加入に転じた。さらに、袁
世凱のかつての部下らは、10 年以上にわたって政権の争奪戦を繰り広げ、中国の政権は一













81同注 80、黒沢、26 頁。 
82同注 80、黒沢、28 頁。 
83久保亨、『日本で生まれた中国国歌―「義勇軍行進曲」の時代』、岩波書店、2019 年、55 頁。 
84田中仁他、『新図説 中国近現代史－日中新時代の見取図』、法律文化社、2012 年、74 頁。 
85当時の委員長は菅野尚一、村岡長太郎、佐藤安之助の順に交代し、専任は 75 名、兼任は専任経験者 7 名
を含むのべ 48 名が委員に任命されている。同注 80、黒沢、26 頁。 
86菅野尚一（1871 年～1953 年）：（長門）山口県出身、1889 年 7 月陸軍幼年学校から卒業した後、日清･日
露戦争に従軍した。1915 年 8 月に臨時軍事調査委員長に任命された。秦郁彦編、『日本陸海軍総合事典』、





































                                                   
87臨時軍事調査委員會編纂、『歐洲戰と交戰各國婦人』、川流堂、1917 年 5 月、1 頁。 
88同注 87、臨時軍事調査委員會、80 頁。 
89戦場の兵士に慰問するために必要な物品のことである。 
90同注 87、臨時軍事調査委員會、22 頁。 
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91同注 87、臨時軍事調査委員會、47 頁。 
92原文「則爲主婦者苟肯努力勞動亦能增加收入、是非力謀家庭之副業不可」、西神、「提倡家庭副業説」、『婦





























                                                   
94翁麗霞・神川康子、「中国の古典書における家庭教育の社会学的要素について」、『人間発達科学部紀要』
第 6 巻第 2 號、富山大学人間発達科学部、2012 年、119 頁。 
95湯山トミ子、「近代中国における子ども観の社会史的考察（1）伝統的子ども観の揺らぎと近代的子ども観
への胎動」、『成蹊法学』（72）、2010 年、396 頁。 
96蔡元培著、石川啓三訳、「全國臨時教育會議開會のことば（1912 年 7 月 10 日）」、『中国の近代化と教育』、
1984 年、明治図書出版、100 頁。 
97新教育運動とは、19 世紀の第四・四半期に欧米先進諸国において成立された新しい国民的教育制度であ
る。国民教育が法制化され現実化したことによって生じたさまざまな問題がある。長尾十三二編、『新教育
運動の生成と展開』、栄泰印書館、1988 年、20 頁。 
98湯山トミ子、「近代中国における子ども観の社会史的考察（2）近代的子ども観の提起―-児童中心主義と
人類主義、『個』の創出」、『成蹊法学』（82）、2015 年、11 頁。 
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との比較から」『「婦女雑誌」からみる近代中国女性』村田雄二郎編、研文出版、2005 年、342 頁。 
101湯山トミ子、「「近代中国における子ども観の社会史的考察（1）伝統的子ども観の揺らぎと近代的子ども
観への胎動」、『成蹊法学』（72）、2010 年、396 頁。 































                                                   
104謝黎、『チャイナドレスの文化史』、青弓社、2011 年、105 頁。 
105謝黎、「10.中国女性の 100 年、旗袍からチャイナドレスへ」、『繊維製品消費科学』、51（12）、2010
年、901 頁。 
106任妍幽、「論家庭衣食住之當注意」、『婦女雑誌』第 1 巻第 5 號、1915 年 5 月、20 頁。 
107鸞儀、「理想之模範家庭」、『婦女雑誌』第 3 巻第 7 號、1917 年 7 月、76 頁。 
108飄萍、「日本人肺病比比較爲多、實基于幼兒附紐之緊縛之、我國宜注意避之」、「母之衛生及育兒法」、『婦
女雑誌』第 1 巻第 6 號、1915 年 6 月、58 頁。 
109擷華女士、「家庭教育簡談」、『婦女雑誌』第 1 巻第 3 號、1915 年 3 月、44 頁。 
110魏壽鏞、原文「我國中下等人家之小兒衣服之汚垢難以言狀」「小兒之衣食住」、『婦女雑誌』第 4 期第 6 號、
1918 年 6 月、69 頁。 





































113叔子、「婦人之衛生（續）」、『婦女雑誌』第 4 巻第 8 號、1918 年 8 月、77 頁。 
114原文「表中一歲至六歲據日人三島博士所調查男兒之平均數、自七歲至十六歲則據日本學校衛生會所調查








   









の女性雑誌から吸収し、重要視した部分ではないかと考える。しかし、筆者は 1915 年から 
1920 年にかけて『婦女雑誌』で言及された幼児の養育に関連する記事をまとめ、内容には
微妙な差異があることを明らかにした。表 10 に示したように、例えば肉類に関して、消化














題目 題目（日本語訳） 作者 主な内容 
                                                   
115原文「最初宜于以最軟之食物如粥湯等不可多量。三、四歳后米飯及鳥獸魚肉与野菜之嫩叶可煮熟与之宜
切細便于咀嚼（中略）飲料以牛乳爲宜麦湯葛湯亦可」、飄萍、「「母之衛生及育兒法」（續）」、『婦女雑誌』第
1 巻第 7 號、1915 年 7 月、68 頁。 
116鳥傅溱、「小兒夭亡問題」、『婦女雑誌』第 4 巻第 7 號、1918 年 7 月、56 頁。 
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第 1 巻第 5 號 
1915 年 5 月 





第 1 巻第 7 號
1915 年 7 月 







1915 年 12 月 





第 3 巻第 4 期
1917 年 4 月 
育兒問答 育兒問答 翟宣穎 1 歳以下の幼児に対してビ
ーフジュ―ス、卵、蜜柑露
などの食物は不可欠。 
第 3 巻第 6 期
1917 年 6 月 





第 3 巻第 7 期
1917 年 7 月 







第 4 巻第 6 號
1918 年 6 月 







第 6 巻第 9 號 
1920 年 9 月 













家庭教育がなされ、8 歳から 34 歳までは学校教育がなされる。女児は 7 歳まで家庭教育が
なされ、8 歳から 18 歳まで学校教育がなされるべき117」である。ここで子どもが家庭教育















                                                   
117負生、原文「男子至 7 歳爲家庭教育期限、8 歳數至 34 歳爲學校教育期限。女子至 7 歳爲家庭教育期限、
8 歳至 18 歳爲學校教育期限」、「余意中之新家庭」、『婦女雑誌』第 4 巻第 11 號、1918 年 11 月、67 頁。 
118宗良、原文「兒童時代而自呱呱落地至七歳之時期内爲造兒童性質及能力根本之時、兒童在此刻所接觸之
事物最易打動心坎」「兒童與居室之関係」、『婦女雑誌』第 4 巻第 2 號、1918 年 2 月、70 頁。 

























1915 年 3 月の「家庭教育簡談」という記事には、子どもの家庭教育としては第一に「毎
                                                                                                                                                     
惟現在新式之修身挂圖等頗合于兒童教育惜尚未流行也」「兒童與居室之関係（續）」、『婦女雑誌』第 4 巻第
4 號、1918 年 4 月、65 頁。 
121惲代英：中国共産党初期の指導者。共産主義青年団の機関誌『中国青年』の主筆として、全国の青年運
動に大きな影響を与えた。1930 年、上海で捕らえられ、1931 年、南京で処刑された。 
122惲代英、「家庭教育論」、『婦女時報』第 20 期、1916 年 11 月、15 頁。 




①擷華女士、「家庭教育簡談」、『婦女雑誌』第 1 巻第 3 號、1915 年 3 月 
②王三、「婦女職業論」、『婦女雑誌』第 1 巻第 4 號、1915 年 4 月 
③陳麒、「先天教育論」、『婦女雑誌』第 2 巻第 3 號、1916 年 3 月 
④西神、「家庭教育之精義」、『婦女雑誌』第 3 巻第 7 號、1917 年 7 月 
⑤辛梅、「家庭教育淺説」、『婦女雑誌』第 4 巻第 10 號、1918 年 10 月 
⑥徐辛梅、「家庭訓育之重要及實施法」、『婦女雑誌』第 5 巻第 5 號、1919 年 5 月 


























                                                   
124擷華女士、原文「兒童每日早起必令謁見父母（中略）凡用膳時須令兒童俟父母及長者舉筷后再行舉筷」「家
庭教育簡談」『婦女雑誌』第 1 巻第 3 號、1915 年 3 月、44 頁。 
125翁麗霞・神川康子、「中国の古典書における家庭教育の社会学的要素について」、『人間発達科学部紀要』
第 6 巻第 2 號、富山大学人間発達科学部、2012 年、123 頁。 
126同注 125、翁･神川、119 頁。 
127荘慶祥、原文「這家庭教育并不是個新法也不是外國來的洋法（中略）老實的說就是我們中國古人所說得
家訓家教」、「家教改良談」、『婦女雑誌』第 2 巻第 10 號、1916 年 10 月、30 頁。 
128『顔氏家訓』：中国北斉の顔之推が著した家訓、子々孫々に対する訓戒の書である。全では 7 巻である。 
129顔之推著、宇野精一訳『顔氏家訓』、明徳出版社、1982 年、14 頁。 




芸術短期大学紀要』第 6 號、2015 年、18 頁。 





























                                                                                                                                                     
133張菊姝、「二十世紀之女教育家」、『婦女雑誌』第 2 巻第 2 號、2016 年 2 月、71 頁。 
134同注 131、日暮、19 頁。 
135李公耳、原文「第一當以臨以愛情」、「育兒要訣」、『婦女雑誌』第 2 巻第 8 號、1916 年 8 月、39 頁。 











めぐる議論がメディアにおいて活発に議論された。1919 年から 1925 年にかけて、中国
の文化界には女性問題の議論が流行した。 
五四新文化運動時期は民国初期と異なり、一般向けの女性雑誌が続々と刊行されていた。
















                                                   




293 頁。中国では 1910 年代に「性欲」、「貞操」という言葉が日本から伝来し、「性」に関する議論が始
まった。 




5原文「尊重個人獨立自主之人格勿爲他人之附属品」、陳独秀（初出『新青年』第 1 巻第 5 冊、1916 年 1
月）、『新青年』第 1 分冊、新青年雑誌社、1962 年、373 頁。 
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そして、2 年後の 5 月 15 日、周作人6（1885 年～1967 年）の翻訳による「貞操論」が

















（Thoughts on Women）が掲載された11。続いて第 5 巻第 1 号にアメリカから帰国した









                                                   
6周作人:浙江省紹興の出身。號は知堂。南京水師学堂を卒業して、1906 年に日本に留学し、立教大学、
法政大学に学び、日本女性の羽太信子と結婚した。1909 年兄の魯迅と共に外国小説を共訳して『城外小




短歌を発表した。1901 年第 1 歌集『みだれ髪』に愛の情熱を歌って反響を呼ぶ。同時に、社会問題の評
論、文化学院の創立など多方面に活躍した。長詩「君死にたまふことなかれ」が反戦詩として知られる。 
8与謝野晶子、『鉄幹晶子全集』第 16 集、勉誠出版、2004 年、72 頁。 
9同注 8、与謝野、76 頁。 
10同注 8、与謝野、73 頁。 
































                                                   
12原文「然而不利其他、無益社會國家、于人生將來又毫無意義的行爲、現在已經失了存在的生命和價値」
唐俟（初出『新青年』第 5 巻第 2 號、1918 年 8 月 15 日）、中華全國婦女聯合會婦女運動歷史研究室編、
『五四時期婦女問題文選』、生活･読書･新知三聯書店、1981 年、122 頁。 










開明書店（1926 年）の開設と『中學生』（1930 年）の創刊に関わった。ほかに 1920 年代初頭、夏丏尊
は五四新文化運動の影響の下、国木田独歩、芥川龍之介の作品集の翻訳や編集に積極的に取り組んでお
り、彼の思想の奥には日本文学の深い影響があると考えられる。夏丏尊、「我的中學生時代」、『夏丏尊文









『女性中心説』の中国語訳は、夏丏尊が『婦女評論22』の第 1 期（1921 年 8 月 3 日）
から第 24 期（1922 年 1 月 11 日）まで、22 回にわたって（第 3、7 期特集号を除く）前
半の 14 章を連載し、第 31 期（1922 年 3 月 8 日）から第 41 期（1922 年 5 月 17 日）ま











 その点については中国側の知識人らも意識したであろう。1922 年 7 月の『婦女雑誌』
の新書紹介欄において、堺利彦訳した『女性中心説』が紹介された。その中で「著者は生
                                                   
17水田珠枝、「レスター・ウォードの『女性中心説』の受容」『比較文化研究』（29）、比較文化研究会、





20同注 17、水田、20 頁。 
21堺利彦訳、レスター･ウォード原著、『女性中心説』、1916 年 1 月 1 日、牧民社。 
22『婦女評論』：『民國日報』の副刊として 1921 年 8 月 3 日に上海で陳望道が中心となって創刊され、1923
年 5 月 15 日に 104 期で終刊となった。主な執筆者は、陳望道のほか瞿秋白、沈雁冰（茅盾）、邵力子、
楊之華であった。 
23前山加奈子・王宓「日中両国間の女性論の伝播と受容―『婦女評論』における堺利彦」『中国女性史研
究』（9）、1999 年 11 月、14 頁。 
24陳望道（1891～1977）：1915 年に日本に留学した。初期の中国共産党員であり、「共産党宣言」を日本
語訳から中国語に翻訳した。1952 年から復旦大学の校長を務めた。 
25堺利彦、『女性中心説』、「序」、牧民社、1916 年、2 頁。 














                                                   
27原文「著者從生物學社會學的見地、證明女性爲人類的中心、雖也不免有過偏的地方」、「新書紹介」、無
名氏、『婦女雑誌』第 8 巻第 7 號、1922 年 7 月、42 頁。 
28原文「但對於素來重男輕女的男性本位社會很可以使一般人覺悟舊觀念的錯誤」、同注 27、無名氏、42
頁。 
29小品文：1905 年頃から 10 年代にかけて日本の文壇に流行した散文の一形態。原稿紙 1、2 枚程度のも
のから、長くても 10 数枚の短文章で、内容は日常の事情にも及び、また散文詩風の作品もあった。 













学院教育学研究科紀要 別冊（22―2）』、2014 年、25～36 頁。 
ⅳ．工藤貴正、「任白涛『恋愛論』と夏丏尊『近代的恋愛観』について」、『大阪教育大学日本・アジア言










































                                                   
31原文「勞働與戀愛的一致、是一切男女的理想、是两性間一切問題的歸趨、特別是在現在的女性、是解
決一切糾紛的鎖鑰」、夏丏尊、「對了米莱的『晚鐘』―關于婦女問題的一感想」、『新女性』1928 年 8 月、
第 3 巻第 8 号、52 頁。 
32原文「女性要在戀愛上有自由、有保障、非用了勞働去換不可。未入戀愛未結婚的女性、因了有勞働能
力、才可以排除種種生活上的荊棘踏入戀愛的旅程、已有了戀愛対手的女性、也因有了勞働的能力、作現



































                                                   
33原文「爲母固然是神聖的職務、爲妻是爲母的予備、也是神聖的職務、爲母爲妻的麻煩、不是奴隷的勞
働、乃是自己實現的手段、應該自己覺得光荣優越的」、「聞歌有感」、夏、『新女性』1926 年 7 月、第 1 巻
第 7 號、479 頁。 
34同注 25、堺、177 頁。 














The century of the child      『兒童の世紀36』 
The education of the child     『兒童の教育37』（『兒童の世紀』中の一章の抜粋） 
Love and marriage       『戀愛と結婚38』 
The woman movement      『婦人運動39』 
Younger generation       『若き時代人40』  
The regeneration of motherhood 『母性の新生41』 
Morality of woman       『婦人の道徳42』 
War、peace and future      『戰爭、平和及び未來43』 
 
ここでは論を進める都合上、先行研究の 1 つである金子幸子の論文からエレン・ケイ44
の女性思想を概括しておく45。金子によればその要点は 3 つがあり、1 つ目は恋愛至上主



















43本間久雄訳、『戰爭、平和及び未來』、大日本文明協会、1918 年。  
44エレン・ケイ（1849 年～1926 年）：スウェーデンの女性運動家、教育理論家である。主な著書に『兒
童の世紀』（1900）、「生命線」（1903 年～1906 年）など多数。 
45金子幸子、「大正期における西洋女性解放論受容の方法―エレン・ケイ『恋愛と結婚』を手掛かりに」、




































                                                   






49エレン・ケイ著･小野寺信、百合子訳、『恋愛と結婚』下、岩波文庫、1973 年、125 頁。 
50広瀬玲子、「平塚らいてうの思想形成―エレン・ケイ思想の受容をめぐる本間久雄との違い」、『ジェ





























                                                   
51金子幸子「大正期における西洋女性解放論受容の方法――エレン・ケイ『恋愛と結婚』を手がかりに」、
『社会科学ジャーナル』24〈1〉、1985 年 10 月、77 頁。 
52五四新文化運動は、少なくとも『婦女雑誌』の販売数に影響するほど、女性読者の読書需要を高めて







卻仍舊有些懷疑」、王平陵･章錫琛、「關与戀愛問題的討論（二）」、『婦女雑誌』第 8 巻 10 號、1922

































                                                   
55原文「使女子對於男子、子女對於家長、主張個人的人格、意志的自由、實在是同樣的要緊、或者是更
要緊要辦到這一層、就只有主張戀愛自由」、王平陵･章錫琛、「戀愛問題的討論」、『婦女雑誌』第 8 巻






略）戀愛真正自由了婦女問題也便解決了」、同注 55、王･章、149 頁。 





































必是放縱―了所以愛倫凱要反對他」、章錫琛、「讀鳳子女士和 Y.D 先生的討論」、『婦女雑誌』第 9 巻








































                                                   
61エレン・ケイ著、小野寺信･百合子訳、『恋愛と結婚』、1997 年、新評論、302 頁。 
62史夙儀、『中国古代婚姻與家庭』、湖北人民出版社、1987 年 7 月、145 頁. 
63原文「人性是壞的、如果婚姻說是可以自由解散、則道德必定要墮落、風化必定要敗壞、男女必定要混
亂」、周建人、「離婚問題釋疑」、『婦女雑誌』第 8 巻 4 號、1922 年 4 月、16 頁。. 
































                                                   
65原文「我以爲福斯德反對離婚的主張即使完全正確、在我們中國卻萬萬不能適用、因爲中國本不是一夫
一婦的國家向來並不守福斯德所主張嚴格的舊道德的。我們當然不能拿他的舊道德做招牌來反對自由
離婚況且他也主張結婚須以戀愛爲基礎而我們的結婚依然是買賣式」、同注 64、瑟、82 頁。 
66建人、「性道徳之科学的標準」、『婦女雑誌』第 11 巻第 1 號、1925 年 1 月、21 頁。 
67章錫琛、「新性道徳是什麽」、『婦女雑誌』第 11 巻第 1 號、1925 年 1 月、15 頁。 
68エレン・ケイは「新しい人」を「新時代の人間」の意味で用い、「古い時代の人」と正反対に意味付け
をした。同注 61、小野寺信・百合子『恋愛と結婚』、新評論、302 頁。 
69同注 61、小野寺信･百合子、303 頁。 
70エレン・ケイ思想の受容に関する先行研究は以下のものが挙げられる: 
① 広瀬玲子「平塚らいてうの思想形成―エレン・ケイ思想の受容をめぐる本間久雄との違い」、『ジ







ある（表 11 参照）。 
 














與謝野晶子                       




瑟 1922 年 8 月 第 8 巻第 8 號 戀愛與性欲 戀愛と性欲 
瑟 1922 年 8 月 第 8 巻第 8 號 女子是道德的 女子は道徳的である 








張嫻 1925 年 2 月 第 11 巻第 2 號 新道徳的要求 新道徳の要求 












張嫻 1925 年 7 月 第 11 巻第 7 號 我的備忘錄 私の忘備録 










院研究年報』（28）、1998 年、127～138 頁。 
④ 金子幸子「大正期における西洋女性解放論受容の方法―エレン・ケイ『恋愛と結婚』を手がかり
に」、『社会科学ジャーナル』24（1）、1985 年 10 月、73～92 頁。 
⑤ 内藤寿子「大正期の〈エレン・ケイ〉―翻訳・解説・受容の力学」、『文藝と批判』9（4）、2001










































































                                                   
71同注 50、広瀬、38 頁。 
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72本間久雄:英文学者、国文学者である。イギリス留学後、早稲田大学文学部教授となり、また美術、演
劇批判も行った。『明治文学史』、『エレン・ケイ思想の真髄』などの著作がある。 
73同注 46、金子、79 頁。 
74同注 50、広瀬、45 頁． 
















れた評論が中国国内で紹介されることが増える中、1921 年 2 月に章錫琛は「愛倫凱女士












                                                   
76陶履恭が挙げる現代女子四人の著述家は、エレン・ケイの他に、イギリスのヘンリー・フォーセット
（Henry Fawcett 1833～1884）、南アフリカのオリーブ・シュライナー（Olive Schreine 1855～1920）
とアメリカのジェーン・アダムズ（Jane Addams 1860～1935）である。 
77袁念茹、「愛倫幹女史伝」、『婦女雑誌』第 5 巻第 2 號、1919 年 2 月、94 頁。 
78原文「自出嫁后、専事著作」、同注 77、袁、96 頁。 
79沈雁冰（1896 年～1981 年）:中国の小説家、評論家である。1916 年から商務印書館編訳所で働き始め、
1919 年に『小説月報』など商務印書館の刊行物において初期の文芸評論活動を開始する。それと同時に、
社会活動に積極的に関わり、国民革命に参加した。 
80四珍「愛情與結婚」、『婦女雑誌』第 6 巻第 3 號、1920 年 3 月、55 頁。 
81原文「愛倫凱女士的傑作久已風行全球、獨我中國還沒有人講起、現在國内女子運動大興、而於女士的
學説卻尚沒人介紹、這真是一大遺憾」、同注 80、四珍、60 頁. 


































                                                   
83香内信子、『資料母性保護論争』、ドメス出版、1984 年、86 頁。 
84らいてうは、「わたくし自身は、少なくともケイのものを読まなかったら、おそらく恋愛はしても、結
婚生活には入らなかった」と回想した。平塚らいてう、「婦人解放思想」、『元始女性は太陽であった（下）』
大月書店、1971 年、492 頁。 
85平塚らいてう、「むしろ女子の性を礼拝せよ」（初出 1924 年）、『むしろ女子の性を礼拝せよ』、人文書
院、1977 年、169 頁. 
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杉と活動を続けたが、関東大震災直後の 1923 年 9 月 16 日、大杉と共に殺害された。 
88平塚らいてう、「いわゆる自由戀愛とその制限」（初出 1917 年）、『平塚らいてう著作集 2』、大月書店、





























                                                   
89平塚らいてう、「婦人運動五〇年をかえりみてー『青鞜』創刊のころ」（初出 1961 年）、『平塚らいて
う著作集 7』、大月書店、1983 年、400 頁。 
90同注 90、平塚、257 頁。 
91同注 61、小野寺信･百合子、352 頁。 
92平塚らいてう、「結婚の道徳的基礎」（初出 1918 年）、『平塚らいてう著作書 3』、大月書店、1983 年、
16 頁。 
93同注 61、小野寺信・百合子、308 頁。 




96平塚らいてう「新性道徳のカオス」（初出 1929 年）『平塚らいてう著作集 5』、1984 年、大月書店、130
頁。 




































                                                   
98同注 97、平塚、130 頁。 
99章錫琛、「新性道德是什麼」、『婦女雑誌』第 11 巻第 1 號、1925 年 1 月、15 頁。 
100百年、「一夫多妻的新護符」（初出『現代評論』第 1 巻第 14 期、1924 年 3 月 14 日）、『新性道徳討論
集』、開明書店、1925 年、37 頁。 























また、「對於自由離婚的主張和反對」（自由離婚の主張と反對について）（第 8 巻第 4 號）、
「我之理想的配偶」（私の理想的な配偶者）（第 9 巻第 11 號）、「我的職業生活」（私の職
業生活）（第 10 巻第 6 號）など特集号の原稿を読者に募集したり、「自由論壇」（第 9 巻
第 3 號）、「通訊」（第 9 巻第 9 號）、「談話會」（第 10 巻第 1 號）という欄目を開設したり
するなどして読者と積極的に交流したり、意見の発表を勧めるようになった。しかし、以
下のように、章錫琛編集期の特徴の一つとして、読者の意見としてのセクシュアリティに




出版年月 特集號名 バックナンバー 読者原稿募集タイトル 日本語訳（筆者訳） 
1922 年 4 月 離婚問題號 第 8 巻第 4 號 關於離婚的事實及其批評 離婚の事実及び批判に関する 
對於自由離婚的主張和反對    自由離婚の主張と反對について 
1922 年 6 月 産児制限號 第 8 巻第 6 號 該当なし 該当なし 






1923 年 3 月 娼妓問題號 第 9 巻第 3 號 該当なし 該当なし 
1923 年 9 月 家庭革新號 第 9 巻第 9 號 通訊 通訊 
1923年11月 配偶者選択
號 




1924 年 1 月 十年記念號 第 10 巻第 1 號 談話會 談話會 
1924 年 6 月 職業問題號 第 10 巻第 6 號 我的職業生活 私の職業生活 






1925 年 1 月 新性道徳號 第 11 巻第 1 號 該当なし 該当なし 







女學生的家庭狀況        女子學生の家庭狀況 
 
































                                                   
102原文「直到全文排好之後、還有從遠省和國外寄來的、足徵青年對於這問題的注重和厚愛」、記者、「選
後」、『婦女雑誌』第 9 巻第 11 號、1923 年 11 月、180 頁。 
103募集の締め切りの時点までに、合計 155 名の原稿が『婦女雑誌』に届けられた。 
104葉韋君、「個人經験與公共領域：『婦女雑誌』通信欄研究（1915～1931）」、『近代中国婦女史研究』第
29 期、中央研究院近代史研究所、2017 年、67 頁～69 頁。 
105原文「這篇文章發表以後，從各方面襲來的種種間接的指斥，攻擊，迫害已經使我們夠受」、章錫琛、「駁
陳百年教授『一夫多妻的新護符』」、『新性道徳討論集』、開明書店、1925 年、79 頁。  






1927 年、南京で国民政府が成立し、国民党第 2 期中央執行委員会第 4 回大会では女性
教育によって、優良で健全な母性を養うことが国家に優生強種を産む基礎として強調され


























                                                   
1白水紀子、「中国における『近代家族』の形成―女性の国民化と二重役割の歴史」、『横浜国立大学教育   
人間科学部紀要』２･人文科学６、2004 年、145 頁。 
2陳姃湲、『東アジアの良妻賢母論―創られた伝統』、剄草書房、2006 年、222 頁。 
3同注 1、白水、145 頁。 
4杜就田に関連する資料は少なくため、生没年さえ不明である。 
5杜就田が編集長として務めたのは 1925 年 9 月（第 11 巻第 9 號）から 1930 年 6 月（第 16 巻第 6 號）
までの『婦女雑誌』であった。 
6原文「歐化色彩太重了、白話比文言尤其難懂」、竹友「我對於本刊的意見二」、『婦女雑誌』第 11 巻 12
號、1925 年 12 月、122 頁。 












巻號 バックナンバー タイトル 日本語題目（筆者訳） 分類 






第 11 巻第 11 號 1925 年 11 月 孩子的體溫 子どもの體温 
第 12 巻第 2 號 1926 年 2 月 兒童的天趣 児童の天趣 
第 13 巻第 1 號 1927 年 1 月 育兒的意義 育児の意義 
育兒上的要項 育児上の要項 
小孩的病害 子どもの病害 
家庭教育  家庭教育 
家庭與學校 家庭と學校 









醬油的鑑別法  醤油の鑑別法 
第 11 巻第 12 號 1925 年 12 月 皮膚和肥皂的關係 皮膚と石鹸の關係 
第 11 巻第 3 號 1926 年 3 月 占風雨的方法  風雨を占う方法 
室內運動用的電馬 室内運動用の電馬 
第 11 巻第 4 號 1926 年 4 月 避蜜蜂的頭網 蜂を避けるヘッドネット 
第 11 巻第 8 號 1926 年 8 月 預卜風雨之法 風雨を予知する方法 
講求植樹法 植樹法の探求 
第 11 巻第 10 號 1926 年 10 月 簡易的生髮水 簡易の生髪水 
自製石膏像的方法 石膏像の自製方法 















家屋的意義  家屋の意義 
家屋與衛生 家屋と衛生 

































                                                   
10「この時期における読者の原稿を募集する数量は 1 千篇ほどであり、王蘊章と章錫琛の編集期の合計
数の 3 倍より多かった」、同注 9、任･劉、155 頁。 
11大道寺慶子「第五章『婦女雑誌』の母乳育児論にみる身体と近代―日中比較の視点から」、山本英史
編、『近代中国の地域像』、山川出版社、2011 年、162～163 頁。 
12張哲嘉の研究によれば、1925 年には女性読者は全体の僅か 22％を占めていたにすぎないが 1931 年に
なると 53％という割合となり、読者層の半分以上を占めていたという。張哲嘉著、陳姃湲訳「「醫事衛
生顧問」について」、村田雄二郎編、『「婦女雑誌」からみる近代中国女性』、研文出版、2005 年、210 頁。 
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図 4.『婦女雑誌』第 11巻第 11號表紙    図 5.『婦女雑誌』第 9巻第 2號表紙 
（杜就田編集期）             （章錫琛編集期） 
 
                         















問題についての討論を殆ど行わなかった。しかし、杜就田が編集長を務めた 1925 年 9 月




                                                   
13Jacqueline Nivard,,“Women and Women’s Press: The Case of The Ladies’ Journal(Funvzazhi) 
1915-1931”,Republican China,Nov.1984,p42． 
14李暁紅、『女性的声音－民国时期上海知识女性与大众传媒』、学林出版社、2008 年、84 頁。 
15章錫琛が担当した 1921 年 1 月（第 7 巻第 1 號）から 1925 年 8 月（第 11 巻第 8 號）にかけての 4 年 7


























                                                   
16原文「文字皆取淺近平易、不尚高深、務使讀者易於了解。而又多插圖副、爲助文字所不及。添加攝影
藝術的顧問、擴充通訊欄（中略）務使婦女雜誌不爲少數人所專有、成一『婦女忠實的良伴』或爲『有趣









18張哲嘉著・陳姃湲訳「「医事衛生顧問」について」、同注 12、村田、86 頁。 
19同注 18、張･陳、186 頁。 
201930 年に上海で行われた「女學生愛読書籍調査」の結果では、『婦女雑誌』は 14 票を得て 20 票の『古
文觀止』、15 票の『紅樓夢』に次いで 3 位であり、少なくとも当時の女子学生の好む刊行物の一つであ



































22史寶安、「河南女子師範學校畢業訓詞」、『婦女雑誌』第 2 巻第 1 號、1916 年 1 月、87 頁。 
23同注 22、史、91 頁。 
24同注 12、村田、275 頁。 
25同注 12、村田、278 頁。 
26原文「自由離婚是創造理想家庭的大前提」、Ｃ.Ｎ、「離婚的意義與價值」、『婦女雑誌』第 8 巻第 4 號、





























                                                   
27原文「他想自己去嘗試、想把舊的離掉、重新娶新的、于是他一方面忙着想離婚、一方面又爲了找尋戀
人而忙碌（中略）我们絕不反對離婚、我們是離婚不必要等到和别人通奸、虐待、背弃之后總可以、便是
性情不投也應當成爲離婚的理由的」、開時、「離婚和戀愛」、『婦女雑誌』第 11 巻第 3 號、1925 年 3 月、
25 頁。 
28原文「現在的新女子動要離婚、也許是攻擊貞節、提倡離婚的流弊」、竹友、「對於本刊的意見」、『婦女
雑誌』、第 11 巻第 12 號、1925 年 12 月、122 頁。 
29邵雍、『中国近代婦女史』、合肥工業大学出版社、2013 年、64 頁。 
30章錫琛、「漫談商務印書館」、『商務印書館九〇年（一八九七～一九八七）―我和商務印書館』、商務印
書館、1987 年、117 頁。 
31同注 30、章、117 頁。 
































                                                                                                                                                 
定「從一而終」的舊訓。不離麼？那麼、终是你爲你、我爲我的一無關係、終其身、不過形成一堆名義上




信」、『婦女雑誌』第 12 巻第 5 號、1926 年 5 月、155 頁。 
35杜就田編集期の『婦女雑誌』に掲載された「自由離婚」に関する記事は以下のようなものがある。 
ⅰ.王重民「論我國古代的再嫁和離婚」『婦女雑誌』第 13 巻第 5 號、1927 年 5 月、89 頁。 
ⅱ.明養「離婚問題之社會學的研究」『婦女雑誌』第 14 巻第 7 號、1928 年 7 月、20 頁 
ⅲ.八二「從哲理上論我國離婚律的改良」『婦女雑誌』第 14 巻第 8 號、1928 年 8 月、36 頁。 
ⅳ.陳伯吹「婚姻問題的六個断片」『婦女雑誌』第 14 巻第 8 號、1928 年 8 月、45 頁。 
ⅴ.周大年「離婚的條件」『婦女雑誌』第 14 巻第 11 號、1928 年 11 月、19 頁。 
ⅵ.陳罕敏「離婚與家庭及道徳問題」『婦女雑誌』第 15 巻第 8 號、1929 年 8 月、18 頁。 
ⅶ.徐亜生「離婚論略」、『婦女雑誌』第 16 巻第 3 號、1930 年 3 月、22 頁。 
















1924 年 7 月に『婦女雑誌』の編集長である章錫琛が「廣告を用いて求婚することの可
否」（用廣告求婚的可否）というタイトルの討論会を企画した。その中で 14 名の意見が
















                                                   
37同注 29、邵、67 頁。 
38高歌、「沒有重圓的可能」、『婦女雑誌』第 8 巻第 4 號、1922 年 4 月、87 頁。 
39原文「第一、結婚與戀愛本來袛是一件事、不能分析爲二的（中略）第二、兩性的戀愛乃是一種自然的
機遇、並不是可以人力强求的（中略）然我們如果承認廣告求婚的理由不甚圓滿、而當作一種權益的辦法、
那麽再退一步也不妨承認媒妁婚姻爲權益辦法了」、章錫琛、「記者附注」、『婦女雑誌』第 10 巻第 7 號、





1923 年 11 月、『婦女雑誌』は「配偶選擇號」という特集號を出し、「私の理想的な配偶
者」（私之理想的配偶）というテーマで読者に対するアンケートを行った。章錫琛の集計
した数値によれば、応募者は全部で 155 名、その中で男性は 129 名だったのに対して、





























                                                   
41瑟廬、「現代青年男女配偶選擇的傾向」、『婦女雑誌』第 9 巻第 11 號、1923 年 11 月、65 頁。 
42同注 41、瑟、65 頁。 
43T.E.D、「我之理想的配偶」、『婦女雑誌』第 9 巻第 11 號、1923 年 11 月、81～84 頁。 
44禤參化、「我之理想的配偶」、『婦女雑誌』第 9 巻第 11 號、1923 年 11 月、143 頁。 
45原文「這一項在男子提及的很少、女子較多」、同注 41、瑟廬、75 頁。 
46飄萍、「實用一家經濟法（續）」、『婦女雑誌』第 1 巻第 9 號、1915 年 9 月、69 頁。 
47無名氏、「巻頭語」、『婦女雑誌』第 10 巻第 2 號、1924 年 2 月、16 頁。 






























1920 年代から 30 年代の中国では、社会経済と女性教育の発展に伴って、職業女性が社
会に進出するようになった。「女性は職業がなければ、社會の寄生虫であり、男性の附属
                                                   
49原文「婦女從事於職業、實爲要維繫家庭、減輕男子的負擔增加家庭的幸福（中略）如果男子僅顧自己
一人、那還可以生活、如果養育妻子、那就困難了（中略）因此看來、婦女從事於職業、實爲家庭福利的
保障」、顧綺仲、「婦女與職業的關係性」、『婦女雑誌』第 12 巻第 12 號、1926 年 12 月、16 頁。 
50同注 2、陳、224 頁。 
51蔣星德、「爲新主婦所當爲」、『婦女雑誌』第 14 巻第 12 號、1928 年 12 月、31～35 頁。 
52同注 51、蒋、30～36 頁。 
53繆程淑儀、「何謂生利婦女何謂分利婦女」、『婦女雑誌』第 6 巻第 6 號、1920 年 6 月、73 頁。 
54原文「要改革和建設國家社會、當先從家庭做起、改革家庭固然要家庭中各個人共同負責、而主婦是改


























たといえる。    





                                                   
55原文「女子沒有職業、是社會的寄生蟲、是男子的附属品」、徐公仁、「婦女職業問題」、『婦女雑誌』第
12 巻第 6 號、1926 年 6 月、33 頁。 
56原文「更要明白的認爲、是和男子不同的女性的人、而進于是『女』的自覺、就是既做了和男子不同的
女子、更不可不辦那些非女子不能辦的事業、而發揮女子應具有的最大能力」、永正、「婦女應盡的職責」、
『婦女與家庭』（天津『大公報』副刊）第 11 期、1927 年 11 月 22 日。 
57程謫凡、『中國近現代女子教育史』、中華書局、1936 年、120 頁。 
58同注 2、陳、157 頁。 
59同会の発起人となったのは李宗武、沈雁冰、周作人、周建人、胡愈之、夏丏尊、章錫琛などの男性知
識人であった。この全員が過去に商務印書館内の編集者であったと同時に、『婦女雑誌』の執筆者である。


































                                                                                                                                                 
山加奈子、「婦女問題研究会と『現代婦女』（『時事新報』副刊）－中国の 1920 年代初期における「節育」
観」、『駿河台大学論叢』（32）、駿河台大学、2006 年、173 頁～175 頁に詳しい。 
60王知伊、「開明書店紀事」、『出版史料』、第 4 期、1985 年 12 月、4～5 頁。 
61立達学会:立達学園は自由で新しい教育を目指した匡互生、豐子愷などが中心となって 1925 年に設立さ
れた。そして、立達学園の教育方針に賛同する 51 名の知識人らによる同人会、立達学会が組織された。 
62孫伏園（1894 年～1966 年）：浙江省紹興の人。原名は福源、筆名は有伏、松年、柏生、桐柏等がある。
1921 年に北京大学を卒業し、その後『國民公報』、『晨報』の編集に携わった。1919 年 1 月に新潮社に
加入し、1921 年に文学研究会の結成に加わった。著作は『付園游記』、『魯迅二三事』がある。 
63大野公賀、「1920 年代および 30 年代上海における立達学園と開明書店」、『津田塾大学紀要』（42）、2010
年 3 月、321 頁。 






























                                                   
65同注 63、大野、326 頁。 
66同注 63、大野、321 頁。 
671924 年当時『婦女雑誌』の発行部数が 7000 部だったことや、1925 年当時上海における日刊紙の発行
部数が「申報」は 20000 部、『新聞報』は 25000 部、『時報』は 5000 部ほどだったことと照らし合わせ
ると、『新女性』は一定の読者を持った雑誌だったと言える。小関信行、『五四時期のジャーナリズム』、
同朋舎、1985 年、119～121 頁。 
68『新女性』という雑誌の考察について見られるのは、蔡银春の「章锡琛的编辑出版思想探析―以『新
女性』为例」（『出版広角』、2014 年、88～91 頁）という中国語の短い文章だけである。 
69同注 2、陳、236 頁。 
70原文「新女性的宗旨和態度都在以下各文中顯明地表出、讀者自能看到、所以像普通刊物上所有照例的
發刊詞也便省去了」、「排完之後」、『新女性』第 1 巻第 1 號、1926 年 1 月、1 頁。 



































                                                   
72同注 68、蔡、89 頁 
73周建人、「性的比例和兩性關係」、『新女性』第 1 巻第 3 號、1926 年 3 月、151 頁。 
74高山、「禁慾主義和戀愛自由」、『新女性』第 1 巻第 4 號、1926 年 4 月、233 頁。 
75天宇女士、「改造社會與現代女子的苦悩問題」、『新女性』第 2 巻第 7 號、1927 年 7 月、723 頁。 
76原文「廢刊的原因很是單純、就是時代已經不需要我們了」、無名氏、「廃刊詞」、『新女性』第 4 巻第 12
號、1929 年 12 月、5 頁。 
77同注 76、無名氏、6 頁。 



































                                                   
79林毓生著･穆善培訳、『中國意識的危機－五四時期激烈的反傳統主義』、貴州人民出版社、1988 年、8 頁。 
80スーザン･マン著、秋山洋子･板橋暁子･大橋史恵訳、『性からよむ中国史 男女隔離･纏足･同性愛』、平




使知性的生活的如何尊嚴、霉毒的禍害如何可怕」、瑟盧、「世界人類的恥辱」、『婦女雑誌』第 9 巻第 3 號、



































                                                   
82原文「務使两性的結合完全立在戀愛的基礎上、絲毫不受外的迫壓、戀愛一經破裂便可解除婚約男女閒





































                                                   
84原文「章錫琛先生說:不特一方專爲滿足自己的性欲的要求、同時也要注意滿足對方的性欲、這方是性道





巻第 1 號、1925 年 1 月、19 頁。 
86原文「中國現在的家庭大有改革的必要。而我的偏見一位嚴格的一夫一妻制的小家庭最合理想、古來一
夫多妻的坏風俗非極力打破不可。今以改革自任的新性道德家竟有許可一夫多妻的言論、竟庭審出來作一
夫多妻的新護符、我不得不提出一種抗議了」、百年、「一夫多妻的新護符」、『現代評論』第 1 巻第 14 號、

































その代わりに女性の貞操問題に関する文章が増加した90。1927 年 10 月、曙霞が「貞操？」
                                                   
87原文「性的道德、完全該以有益于社會及個人爲絕對的標準；從消極的方面說、凡是對於社會及個人并
無損害的、我們絕不能稱之爲不道德、这是十分明白的、我們建設今後的新性道德、不能不以這爲基礎」
同注 85、章、19 頁。 
88『婦人問題十講』のほか、章錫琛は 1924 年、本間久雄の『現代の婦人問題』（天佑社、1919 年）を中
国語に翻訳し、婦女問題研究会より出版した。 
89原文「現代的社會革命正待著婦女積極的去參加」、「第一次徵文當選：我所認爲新女子者」、謙弟、『新
女性』、第 1 巻第 11 號、1926 年 11 月、807 頁。 
90『新女性』において章錫琛が執筆した貞操に関する文章は、「貞節之經濟起源」（第 3 巻第 1 号･1928

































                                                   
91原文「『貞操』是愛情專一的表現、愛情愈濃、『貞操』愈堅」、曙霞、「貞操？」、『婦女與家庭』（天津『大














































                                                   
94「中國從前喜歡用冰清玉洁來比喻貞操其實冰是极容易溶解、玉也極容易破碎的。所以中國從前的貞操











1930 年 7 月から、葉聖陶が『婦女雑誌』の新しい編集長となった。さらに、金仲華は












                                                   











市では工業生産が増加し、商業が発達して消費市場も拡大した。しかし、1931 年 9 月 18
日に満州事変が勃発し、日本は中国への侵略を始め、国民政府は共産党との内戦を継続し
ながら日本との対決を回避する対策を採った。 
そして、1934 年 2 月に蒋介石は南昌で「新生活運動」という社会運動を提唱し、全国
で展開した。新生活運動は、伝統的儒教道徳を重視し、日常生活のなかで儒教道徳を実践
することを強調し、男女分業制や「婦女回家」（女は家に帰れ）を賛美する論調や政策が


















本節では、『婦女雑誌』の最後の 1 年半の内容を研究対象にし、まず 1930 年 7 月から
1931 年 3 月に編集長であった葉聖陶の女性思想について論じることによって、この時期
の『婦女雑誌』の編集方針を明らかにしたい。 
 五四新文学運動を主導していた先進的な男性知識人の一人である葉聖陶（1893 年～





                                                   




























                                                   
2『新潮』：新潮社は 1918 年 10 月北京大学の学生によって学内で組織された。その機関誌『新潮』は 1919
年 1 月に創刊されたが、新潮社の学生たちが五・四運動のデモに参加したため、その年の 5 月から 5 ヵ
月間休刊した。後に、1922 年 3 月（3 巻 2 號）に廃刊した。中山義弘、『近代中国における女性解放の
思想と行動』、北九州中国書店、1983 年、227 頁。 
3葉紹鈞、「女子人格問題」、初出『新潮』第 1 巻第 2 號（1919 年 2 月）。 
4原文「做大群里的獨立健全的分子的一種精神」、「女子人格問題」、葉聖陶、『葉聖陶集』、江蘇教育出版






















以下では 1928 年、『教育雜誌10』（1909～1948）に 12 回にわたって連載された長編小説
の『倪煥之』を通して、葉聖陶の女性観を読み取ってみたい。 










                                                   
8例えば、樊仲雲「從女學生到少奶奶」（第 17 巻第 1 號、1931 年 1 月）、陶希聖「新舊商品與新舊婦女」
（第 17 巻第 2 號、1931 年 2 月）など記事がある。 














 小説の最後で、煥之は 1927 年の国民革命の失敗に落胆し、酒に溺れる毎日を過ごし、
身体を壊し、腸チフスにかかった挙句に病死した。佩璋は地元から上海に駆け付けたが、
彼の死を看取ることはできなかった。葬式の時、佩璋はこのように言っている。 
   























                                                                                                                                                 
65、1993 年、382 頁。 
12葉聖陶、「倪煥之」、『葉聖陶集』第 3 巻、江蘇教育出版社、1987 年、170～171 頁参照。 
13同注 12、葉、173 頁。 
14原文「我要出去做點兒事、爲自己、爲社會、爲家庭、我都應該做點兒事。我覺悟以前的不對、一生下
孩子就躲在家裏。但是追悔也無益。好在我的生命還在、就此開頭還不遲。前年煥之說要往外面飛翔、我



































                                                   
15葉聖陶編集期に、掲載された章錫琛の記事は 2 篇ある。それぞれは「倍倍爾的『婦人與社會主義』」（1930
年 7 月、第 16 巻第 7 號）、「穆勒的『婦女服從論』」（1931 年 1 月、第 17 巻第 1 號）である。 
16原文「可是母親真就是女人的終身頭銜麽？」、殷琪、「作了母親」、『婦女雑誌』第 17 巻第 1 號、1931
年 1 月、56 頁。 
17原文「是不是女子的責任單單在生育這一大群的孩子這是我的疑問」、蘇蘭英、「一個疑問」、『婦女雑誌』
第 17 巻第 2 號、1931 年 2 月、137 頁。 
129 
 
























り、男性の「附属物」にならずにすむことにあると議論された22。しかし、1931 年 12 月
                                                   
18原文「近來覺得如果從這種來信中選取意義較重大的若干封刊布出來、也足以暴露現代社會的種種形相
有不小的價值、而在投書者方面把切身的事情與讀者大衆商量雖不接讀者大衆的囘信、但從社會影響上也
許會得到比囘信更切實的答復、因此從十七卷一號起添著通信一欄」、「通信」、『婦女雑誌』第 17 巻第 2
號、1931 年 2 月、136 頁。 
19葉聖陶、「我和商務印書館」、『商務印書館九〇年（1897～1987）―我和商務印書館』、商務印書館、1987
年、300 頁。 
20原文「女子的志向都是被家庭斷送的」、洪芳競、「平庸人的希望」、『婦女雑誌』第 17 巻第 9 號、1931
年 9 月、64 頁。 
21原文「母親養育子女并不是她一生的工作」、謝曼･呂獻椒、「婦女労働問題」、『婦女雑誌』第 17 巻第 10




























金仲華（1907 年～1968 年）は 1907 年に浙江省桐郷県に生まれ、孟如、仰山などの
筆名を用いた。1928 年春、彼は商務印書館に入社した。はじめ『婦女雑誌』の助手で
あった仲華は、編集長である葉聖陶が辞職した後、フランス留学を経験した女流作家で
ある楊潤余（1902 年～？）24とともに編集作業に携わった。しかし、1932 年 1 月に上
海事変の戦災で商務印書館の建物が被害を受けた後、『婦女雑誌』は廃刊となった。そ
して、同年の 10 月に『東方雜誌』(第 29 巻第 4 號)の「婦女與家庭」欄に統合され、金




                                                   
23原文「改良家庭生活的形式而使婦女樂於社會的服務。因爲婦女的勞動不僅是經濟上的問題、同時是自
身表現的一種方法、也是人類進步的必要條件」、謝曼、呂獻椒、「婦女勞動問題」、『婦女雑誌』第 17 巻第
12 號、1931 年 12 月、20 頁。 
24楊潤余の生年は 1902 年であるが、没年は未詳である。 





















葉聖陶は、1931 年 3 月（第 17 巻第 3 號）以降、商務印書館を出て、新たな刊行物の
出版を始めた30。金仲華は葉聖陶の後を引き継いで『婦女雑誌』の中心的人物となり、













                                                   
27原文「我開始留意婦女問題是在民國 17 年進入婦女雜志社的額時候、因爲職務 的關係我陸續收集了一
些關於婦女的資料同時對於國内外婦女運動的進展狀況、也很爲關切」、金仲華、前言、『婦女問題的
各方面』、開明書店、1934 年、1 頁。 





究会編、『中国女性の一〇〇年』、青木書店、2004 年、136 頁。 
30葉聖陶は生活書店を設立し、総合雑誌の『生活週刊』を刊行するなど、出版事業を行った。 
















表 14.『婦女雑誌』1929年 10月（第 15巻第 10號）：「嫁前與嫁後特輯號」 
 
タイトル 日本語（筆者訳） 著者 
「嫁前嫁後應有的知識」      結婚前後に持つべき知識 朱秉國   
「談々嫁事的本義」   結婚の本義を話す 文索  
「女子嫁後的責任」 女性結婚後の責任 徐亞生 
「嫁前與嫁後的生活概論」 結婚前後の生活概論 仲華  
「嫁前與嫁後的戀愛問題」 結婚前後の戀愛問題 仲華 
「嫁前的修養」   結婚前の修養 廖國芳 
「嫁前和嫁後的心理變遷」 結婚前後の心理變遷 袁植隱 
「馬爾德茵的嫁之研究」 マルティーヌの結婚の研究 趙譽船  
「女子的嫁之起因與變化」 女性の結婚する原因と變化 周敬庠 
「女子出嫁前後生活的比較」 女性結婚前後生活の比較 許君可  
「嫁前選擇配偶的標準」   結婚前に配偶者を選擇する標準 瓞生 
「嫁的雜談」 結婚に關する雜談 葉曾駿  
「嫁後小言」 結婚後の説教 挹奇   
「女道婦道的商榷」 女道婦道の商榷 梨秋村女  
「妻的責任」 妻の責任 宋孝璠  
「婦女在家庭中的任務」 婦女の家庭内での任務 鏡影  
「嫁後女子的國籍問題」 結婚後女性の国籍問題 仲華 
「餘姚女子的嫁前與嫁後」    餘姚女性の結婚前と結婚後 紀芳  
「育嬰的法則」 育兒の法則 達如  
「一位女畫家的嫁前與嫁後」 一人の女性畫家の結婚前と結婚後 頌堯  




                                                   


























                                                   
34原文「據我個人的意見:以爲女子最好先將家政料理完美爲社會建築一個堅固美好的基礎、然後再出其
所學、從事其他服務社會的工作、須知處理家政、也是一件服務社會的重大工作啊」、宋孝璠、「妻的
責任」、『婦女雑誌』第 15 巻第 10 號、1929 年 10 月、143 頁。 
35『生活』：1925 年 10 月上海で創刊され、1926 年 10 月から鄒韜奮（1895 年～1944 年）が編集長と
なった。 
36原文「我以爲結婚的生活與職業的生活并非不能并存的、不過分心與倆種工作當然比專心於一種工作的
效率小些」、陳選善、「婦女解放思潮引起的問題」、『生活』第 5 巻第 1 期、1929 年 12 月 1 日、28 頁。 
37白水紀子、「中国における「近代家族」の形成：女性の国民化と二重役割の歴史」、『横浜国立大学教
育人間科学部紀要（Ⅱ）人文科学』、2004 年、145 頁。 
38彼は自由離婚については、中国女性を西洋女性と比較し、自立と職業についての社会的な差が大きい
ため、離婚後に様々な生活上の苦難が発生し、人生が不幸になる可能性を考慮し、慎重に考えるべ




































ガレット・ヒギンズ・サンガー（Margaret Higgins Sanger 1879 年～1966 年）40、バ
ードランド・ラッセル（Bertrand Russell 1872 年～1970 年）41、ヘンリー・ハヴロッ
ク・エリス（Henry Havelock Ellis 1859 年～1939 年）42、シャーロット・パーキンス・
                                                   
40華君、「山格夫人提倡節育的近著」、『婦女雑誌』第 16 巻第 9 號、1930 年 9 月、135 頁。サンガー夫
人（山格夫人）はアメリカの産児制限活動家であり、優生学の唱導者である。 




論』、岩波書店、1996 年、344 頁。 





























                                                   
43金仲華、「居爾門夫人的『婦女與經濟』」、『婦女雑誌』第 31 巻第 3 號、1931 年 3 月、44 頁。アメリ
カの女性解放思想家、評論家、作家。著作『女性と經濟』（1898 年）がベストセラーとなり、20 世
紀初めには重要な思想家として評価された。 
44『婚姻與道徳』：原名『Marriage and Morals』は 1929 年に出版された。中国訳は『婚姻革命』、訳者
は野盧、世界学会から 1930 年に出版された。 
45原文「在一般感覺到目前婚姻制度與倆性道德的不自然不徹底而徬徨苦悶的人讀了羅素這冊書會得到許
多有益的提示。」同注 41、仲華、35 頁。  
46原文「母性家庭將使母性成爲婦女的專業、在婦女解放的現代、婦女已走入各種職業界、我不相信她們
再願意以生育子女爲專業。」同注 41、仲華、46 頁。 


































                                                                                                                                                 
同注 42、金仲華、49 頁。 
49原文「在原始的民族中大概游獵和戰爭歸於男子家事和工業屬於女子」、同注 42、金仲華、42 頁。 









來」、同注 43、金仲華、52 頁。 
54原文「現在介紹這本書更希望婦女讀者能認識這時機的重要、努力將職業的範圍擴展推廣起來、努力將
























                                                                                                                                                 
1935 年、3 頁。 
56第 1 回「女は家に歸れ」論争の口火を切ったのは、1933 年 9 月 13 日『時事新報』に掲載された林語
堂の「結婚と女性の職業」という記事である。その中で林語堂は、現在の経済制度ではどの職業にお
いても男性に比べて女性が不利であること、唯一有利な職業は「結婚」であること、そして多くの中




また、夏蓉の研究としての「20 世紀 30 年代中期關於『婦女回家』與『賢妻良母』的論爭」（『華南師





57『時事新報』：前身は 1907 年 12 月 5 日に上海で創刊された『時事報』と 1908 年 2 月 29 日に創刊さ
れた『與論日報』である。『時事報』の編集長は汪劍秋、『與論日報』の編集長は狄葆豊である。両誌は
1909 年合併し、最初の名称は『與論時事報』であったが、1911 年 5 月 18 日に『時事新報』に改名し、




59『婦女共鳴』は 1929 年に「婦女共鳴」社より上海で刊行された機関誌である。1944 年に廃刊した。 






が要求されるようになったため、第 1 回「婦女回家」論争は議論の途中で休止した。 
1934 年 9 月、金仲華のこれまでの女性問題研究の集大成である著作として『婦女問題
的各方面』（婦女問題の各方面）が章鍚琛の開明書店から出版された。この著作の内容は、
女性問題に関する記事を婦女の思想・経済・性愛・参政と教育問題に分かれたものである。
（表 15 参照）。 
 
表 15. 金仲華『婦女問題的各方面』（開明書店・1934年出版）目次 
 
タイトル 日本語訳（筆者訳） 初出誌 出版年月 バックナンバー 
婦女的生活形態與
思想 





『婦女雑誌』 1931 年 7 月 第 17 巻第 7 號  
從家庭到政治 家庭から政治へ 『婦女雑誌』 1931 年 5 月 第 17 巻第 5 號 






『東方雜誌』 1932 年 10 月 16 日 第 29 巻第 4 號 




















『東方雜誌』 1933 年 9 月 1 日 第 30 巻第 17
號 






『婦女雑誌』 1931 年 9 月 第 17 巻第 9 號 
世界婦女奴隸現狀 世界婦女奴隷現状 『婦女雑誌』 1930 年 8 月 第 16 巻第 8 號 










































64孟如、「從職業回到家庭嗎」、『東方雜誌』第 30 巻第 23 號、1933 年 12 月 1 日、125 頁。 
65原文「社會上甚至因爲排斥職業婦女的趨向，已經發生了一種新的以家庭為婦女天職的說素。最近德國
的獎勵婦女結婚和提倡賢妻良母教育，可說是這種趨勢的極頂的發展，在中國雖然一切都遠落人後，而最
近竟也有新的賢母良妻的主張，隱約地發現出來」、同注 64、孟、125 頁。 
66原文「婦女已經在職業界占著確定的地位了，社會職業在許多婦女已經成爲她們的生活的基礎。在目前

































同社最初の雑誌である『外交報』は 1910 年に廃刊し、1904 年 1 月 25 日に至って『東
方雜誌』が創刊され、『外交報』と合併した。『東方雜誌』は月刊誌であり、毎期の頁数
                                                   
67原文「（一）企圖驅使婦女重返於家庭者是抱著怎樣的動機？（二）婦女在目前的職業界占有怎樣的地
位?」、同注 64、孟如、126 頁。 
68原文「我的辭去『婦女與家庭欄』的事務、一半是因爲別的職務太忙、一半也因爲覺得對於婦女問題、
所有應説的話都已説過了」、金仲華、『婦女問題的各方面』、開明書店、1934 年 9 月、2 頁。 
69原文「最先我把婦女問題作爲單獨屬於婦女一性的問題來看、後來我總算認識了這是屬於許多社會問題
中的一個問題」、同注 68、金仲華、2 頁。 
141 
 




1932 年 1 月 28 日、日本軍の爆撃により商務印書館が被災したことを機に、『婦女雑
誌』はそのまま廃刊となり、編集長であった金仲華も暫く失業していた。商務印書館は、









となく、1939 年 8 月（第 36 巻第 15 號）まで継続した後、資金問題によって「婦女與
家庭欄」は廃止された74。 










                                                   
70無名氏、「新出東方雜誌簡要章程」、『東方雜誌』第 1 巻第 1 期、1904 年 1 月、1 頁。 
71王雲五･黄良吉編『東方雜誌之刊行及其影響之研究』、臺灣商務印書館、1969 年、114 頁。 
72徐調孚（1901 年～1981 年）:出身地は浙江省平湖で、筆名は孚、蒲梢である。嘉興第二中学校から卒
業後、1921 年上海商務印書館に入社し、『小説月報』の編集を提携した。1933 年 7 月に『文学』月刊誌
の編集委員に担任する。『母親的故事』、『中国文学名著講話』など著書がある。徐友春編、『民国人物大
辞典』、河北人民出版社、1991 年、724 頁。 
































調査によれば、この欄目は、1934 年から 1939 年まで不定期に刊行され、全部で 153 篇
の記事があった。金仲華は『東方雜誌』の第 29 巻第 4 號（1932 年 10 月）から、商務
印書館を辞職する第 31 巻第 17 號（1934 年 9 月）まで 2 年近くに渡って本欄の編集を
担当し、殆どの記事の内容を手掛けていた76。 
























                                                   





婦女往何處去」、『東方雜誌』第 30 巻第 1 號、1933 年 1 月 1 日、229 頁。 
78同注 77、仲華、230 頁。 
79江上幸子、「中国の賢妻良母思想と『モダンガール』―1930 年代中期の『女は家に帰れ』論争から」、


































方雜誌』第 31 巻第 21 號、1934 年 11 月、72 頁。 
82原文「應在于改造整个社會環境（中略）即必須讓婦女參加一切社會活動。以培养其能施良好教育于儿
童的能力」、同注 81、陳、72 頁。 























                                                   
86原文「其實男女不能真正平等的原因是經濟關係、是環境關係、因爲宗法社會的傳統思想沒有完全打破、
男女真正的平等的制度也就不能產生。目下中國婦女問題的根本解決就是要使那些無知識的婦女受到相當
的教育」、同注 85、郭、1 頁。 
87例えば、陳碧雲の「日軍侵略下上海婦孺所遭受的劫難」（第 35 巻第 1 期、1938 年 1 月）、莫湮の「婦
女怎樣認識抗戰與怎樣參加抗戰」（第 35 巻第 1 期、1938 年 1 月）、曾菀の「抗戰期中婦女生活的改善」




















当て考察した。『婦女雑誌』は、1915 年 1 月から 1931 年 12 月まで、上海の商務印書館
によって刊行された女性雑誌である。 
















                                                   
1前山加奈子、「近 10 年間の中国女性史研究―主として日本における動向と展望」、『近きに在りて』（48）、

































1917 年 1 月、王蘊章が再び『婦女雑誌』に戻り、1920 年 11 月まで同誌の編集長とし

















































                                                   
4原文「本誌的主旨固在謀婦女地位的向上和家庭的革新」、無名氏、「編輯餘錄」、『婦女雑誌』第 7 巻第 2








































                                                   




















































筆者は序章で、Jacqueline Nivard の『婦女雑誌』時期区分（表 1 参照）に関する先行
研究を引用し、それぞれ時期に応じた編集方針の解釈に疑問を投げかけた。『婦女雑誌』
全時期の再考察を通して、改めて新しい認識を得た（表 2 参照）。 
 
表 1．Jacqueline Nivardによる『婦女雑誌』各時期の編集方針 
 
時期名 期間 編集方針 編集長 
The Beginning 1915 年～1920 年 良妻賢母 王蘊章、胡彬夏 
The Taking off 1921 年～1925 年 女性解放 章錫琛 
The Reaction 1926 年～1930 年 反動復古 杜就田 
Tentative Revival 1930 年～1931 年 急進回復 葉聖陶、楊潤余（金仲華） 
 
 
表 2. 筆者による『婦女雑誌』各時期の編集方針 
 
期間 編集長 編集方針 外国語能力 女性教育 社会進出 家庭役割 社会役割 
1915 年～1920 年 王蘊章 科学普及 日本語･英語 男女別教育 否定 内職 
家庭教育 
夫の補助 
胡彬夏 高等教育 日本語･英語 高等教育 
1921 年～1925 年 章錫琛 女性解放 日本語 男女共学 肯定 無関心 種族改善 
                                                   
6何瑋、「1920 年代中国社会における『新婦女』－『婦女雑誌』を主なテキストとして」、『ジェンダー研
究』（7）、2004 年、67 頁。 
7繆程淑儀、「何謂生利婦女何謂分利婦女」、『婦女雑誌』第 6 巻第 6 號、1920 年 6 月、73 頁。 
8『婦女雑誌』の読者層に関して、葉韋君の「個人経験與公共領域：『婦女雑誌』通信欄研究（1915～1931）」






1926 年～1930 年 杜就田 感性養成 不明 男女別教育 否定 家庭教育 家庭改革 
1930 年～1931 年 葉聖陶 人格独立 英語 男女共学 肯定 無関心 精神改造 


































                                                   







































に検証する必要がある。それを踏まえて、次の 3 点を今後の課題としたい。 















第 3 に、『婦女雑誌』の刊行時期は 1931 年 12 月までであり、1930 年代の中国女性史
を研究するには不十分であると思われる。今後は 1930 年代中国女性の表象を研究課題と





















































































































































































































碧城「興女學議」『大公報』（大公報報社、1902 年 2 月 26 日） 






































































































Nivard. Jacqueline, Women and the women’s Press: The case of the Ladies’ Journal 
（Funv zazhi）1915-1931, Republican China, 1984, vol.10, pp37-49 
 
Wang. Zheng, A Case of Circulating Feminism: The Ladies’ Journal. Women in 
the Chinese Enlightenment, Ind: University of California Press, 1999, pp67-116 
 
著書： 
Judge.Joan , Republican Lens: Gender, Visuality and Experience in the Early 




























そして、一般財団法人東北開発記念財団からは、2016 年から 2017 年まで経
済的な支援を頂き、感謝を申し上げます。また、台湾中央研究院近代史研究所






































 正誤箇所 誤 正 
1 目次「2.2」 変様 変容 
2 目次「3.1」 誕生 産生 
3 P1,上から５行目 意味 意義 
4 P3,下から 3 行目 『広辞苑』 しかし、『広辞苑』 
5 P3,注 12  『『  『 
6 P6、上から 1 と 5 行目 1925 1926 
7 P6、下から 1 行目  同誌 『東方雑誌』 
8 P7、注 27   注 16、周 注 22、何 
9 P13、下から 2 行目 3 点あり 3 点があり 
10 P15、上から 6 行目 女性雑誌の誌面内 男性知識人の言論自由 
11 P17、上から 15 行目 1930 年代 1930 年初 
12 P17、上から 16 行目  で の中から 
13 P18、注 1  『禮記』大学篇所収 削除 
14 .P24,上から 2 行目  表 3 表 4 
15 P27、下から 1 行目 「家庭主婦」 「家庭主婦」像 
16 P27、下から 1 行目 即ち「新良妻賢母」像 削除 
17 表 6 の下から 1 行目  表 6 の内容から 削除 
18 P32、表 6 の下から 3 行目 日本の女性思想 先進的な思想と知識 
19 p44,注 118 1348 1336 
20 p57,上から 10 行目 中国界 中国女性界 




22 p64,上から 15 行目 参戦 加入 
23 p86,下から 8 行目 さらに 第二 
24 P94,下から 12 行目 一方の 削除 
25 p96,注 83  削除 
26 p102,上から 4 行目  1926 1921 
27 P124,下から 2 行目 。 、 
28 P146,下から 5 行目  する し 
29 p152,表 2  目的 社会役割 
30 p153,表 2 不明 英語 
31 p154,下から 9 行目 使用 影響 
32 p155,上から 6 行目 婦女雑誌 『婦女雑誌』 
33 p155,下から 1 行目 女性学 女性雑誌 
34 p158,上から 19 行目 韓韡…2014  p158,22 行目に移動 
35 p158,上から 23 行目 …院教育学研究科…2014  p158,19 行目に移動 
 
